
ＤＮＡチップを用いた食品の機能性評価
－アレルギー・炎症抑制及び生活習慣病軽減効果の解明－

機能性

技術の特徴

研究の内容

食品成分が疾患モデル動物や培養細胞等に及ぼす影響を、ＤＮＡチップを用いた
遺伝子発現解析等によって評価し、 食品成分の生活習慣病やアレルギー・炎症軽減
効果を解明する。

プ ギDNAチップによるアレルギー・炎症抑制効果の解明

アレルギー・炎症評価用DNAチップを
用いて、

１）ニガウリの炎症抑制効果を解明した2)

２）イチゴ等に含まれるフィセチンの

アレルギー反応を
起こす細胞・組織
のRNAを測定

アレルギー反応が起こっている
（アレルギーに関わる多数の
アレルギー反応が起こっている
（アレルギーに関わる多数の

三菱レイヨン(株)と共同
開発したアレルギー・
炎症評価用ＤＮＡチップ1)

２）イチゴ等に含まれるフィセチンの
アレルギー抑制効果（マスト細胞

活性化抑制効果）を解明した3)

３）民間薬であるモウセンゴケのマスト

細胞活性化抑制効果を解明した4)

アレルギー反応は起こっていない

（アレルギ に関わる多数の
遺伝子発現が誘導）

アレルギー反応は起こっていない

（アレルギ に関わる多数の
遺伝子発現が誘導）

  

生活習慣病予防・軽減効果の解明

網羅解析用DNAチップを用いた
遺伝子発現解析等により、
１）タマネギ等に含まれるケルセチン
の糖尿病軽減効果を解明した5)

正常及び糖尿病モデル
マウスに食品成分添加
飼料を自由摂取
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網羅解析用
DNAチップによる
組織遺伝子発現解析

２）リンゴに含まれるフロリジンの
血糖値低下作用を解明した6)

今後の展開
食品の新規機能性及び安全性の評価。疾病予防のための食品、メニュー開発。
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